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機能水関連カレンダー  

迅速検査研究会：第 1 回環境モニタリング特別講座 2026 年 10 月 8 日（木） 東  京顕微鏡院（東京） 

日本機能水学会第 24 回学術大会   2026 年 11 月 7・8 日（土・日） 京都鉄道博物館（京都市） 

日本電解水協会セミナー    2026年 11月 18日（水） 日比谷図書文化館（東京） 

生物安全実践講習会第 8 回基盤コース   2026 年 12 月 18 日（金） 北里大学白金キャンパス 

 

＜お知らせ＞  （一財）機能水研究振興財団： 新期理事・監事・評議員 

理事 14名（重任 10名、新任 4名）： 任期 2年（2026年 6月～2028年 6月） 

 重任： 堀田国元（理事長： (一財)機能水研究振興財団） 

小室 昭 （常務理事： 元㈱サンフコ）、   佐藤勉（常務理事： 東海大学医学部）、 

    石井良和（広島大学）、        石渡幸則（(一社)日本電解水協会）、   

岩澤篤郎（東京医療保健大学）、    川口寿之（(一社)日本有機資源協会）、  

菊地憲次（(公財)ルイ・パストゥール医学研究センター)、 戸室淳治（サラヤ㈱）、 

錦善則（デノラ・ペルメレック㈱） 

 新任： 五十君静信（東京農業大学総合研究所）、    田原周夫(㈱トリム)、  

中野隆史（大阪医科薬科大学医学部）、   古畑勝則（麻布大学名誉教授） 

 監事 2名： 任期 4年（2026年 6月～2030年 6月） 

    重任： 宮下奈穂、八木澤守正 

 評議員 9名（重任 6名、新任 3名）： 任期 4年（2026年 6月～2030年 6月 

  重任： 荒川真一（東京科学大学名誉教授）、    才原康弘（(公財)ルイ・パストゥール医学研究センター)、 

  冨田 守（㈱デイリーテクノ）、   堀 晋司（コロナ工業㈱）、 

  村松光二（興研㈱）、     吉川敏一（(公財)ルイ・パストゥール医学研究センター)、 

  新任： 菊野理津子（(一財)北里環境科学センター）、  四ノ宮成祥（国立健康危機管理研究機構国立感染症研究所） 

  藤原功一（(公財)ルイ・パストゥール医学研究センター) 

＊顧問 就任 3名： 川村延彦（元評議員）、小宮山寛機（元評議員）、森澤紳勝（元理事） 

mailto:kinousui-zaidan@nifty.com
http://www.fwf.or.jp/
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＜報告＞  東京農業大学食品安全研究センター研究会＊ 2026 年度講演会 

2026年 7月 14日(火)、標記の講演会が東京農業大学世田谷キャンパス国際センター榎本ホールにて開催され、堀

田国元 機能水研究振興財団理事長が、「食品安全に用いることのできる機能水について」の演題で講演した。 

講演は、最初に「機能水とは何か」について説明の後、下表に示す項目に従って進められた。内容は、YouTube

（https://www.youtube.com/watch?v=EpruiFSqBVY）で視聴できる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊東京農業大学食品安全研究センター研究会（https://www.nodai.ac.jp/fsrc/field/） 

  センターは 2022年 4月、同研究会は 2023年 4月に設立。 

目的：産官学協力研究事業その他これに関連する事業の発展 

*生産から消費・健康までの食の安全と安心を科学する 

センター長： 五十君静信 東京農業大学総合研究所教授 

事務室：TEL 03-5477-2632、FAX 03-5477-2730 

    fsrc@nodai.ac.jp https//www.nodai.ac.jp/fsrc 

東京都世田谷区桜丘 1-1-1東京農業大学 8号館 1F 

 

日本防菌防黴学会第 53回年次大会 https://saaaj.org/#meeting 

2026 年 9 月 8 日（火）・9 日（水）、きゅりあん（品川区立総合区民会館）において岩澤篤郎教授（東京医療 

保健大学）を大会長として開催された。防菌・防黴・抗ウイルスを共通テーマに、食品、医療、環境、材料、 

建築、衛生管理など研究者・技術者による学際的な年次大会となった。プログラム概要は以下の通り。 

●基調講演：「防菌防黴学会の今まで、今後の展望」 菊野理津子 学会長 

●パネルディスカッション：「高齢者施設等における感染対策の現状と課題解決に向けて」 

  高齢者施設の現状と学会が関与する意義（菊野理津子）、新興再興感染症への日頃からの備え（岡部信彦） 

  空調・換気設備、室内空気環境の現状（開原典子）、高齢者施設における生活用水のレジオネラ汚染（堀井隆志） 

●シンポジウム： 1：「食品衛生と人工水環境の衛生対策」、   2：「微生物制御と活性酸素」  

 3：「滅菌、殺菌、除菌の現状と今後の展望」、 4：「微生物試験法および簡易迅速試験法関係」 

●特別講演：「新型コロナウイルス感染症パンデミックを振り返って －これからの感染対策へ－」 小林寅喆（東邦大学） 

●学会賞受賞講演：「無機酸化物および焼成貝殻粉末を基盤とした抗菌・抗真菌材料に関する研究」 澤井淳（神奈川工科大） 

●研究賞受賞講演：「生活環境および自然環境における微生物の特性把握と微生物制御に関する研究」 佐々木美穂（関西大学） 

●基礎講座 1：「なぜ真菌試験は難しいのか？ 基礎から学ぶ取り扱いと試験法」 久米田裕子（NPO 法人カビ相談センター） 

2：「細菌試験の基礎と落とし穴 ― 培養・操作・試験法の “なぜ”が分かる」坂上吉一（元近畿大学） 

3：「ウイルスって何？ ウイルスの正体を知ればその試験法が理解できる」信澤枝里（国立健康危機管理研究機構） 

●一般発表： 口頭およびポスター 

  

 
https://youtu.be/EpruiFSqBVY 

食品安全に用いることのできる機能水について 

 

 

 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=EpruiFSqBVY
https://www.nodai.ac.jp/fsrc/field/
mailto:fsrc@nodai.ac.jp
http://www.nodai.ac.jp/fsrc
https://saaaj.org/#meeting
https://www.saaaj.jp/conference/
https://youtu.be/EpruiFSqBVY
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＜お知らせ＞    迅速検査研究会 
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日本機能水学会第 24回学術大会 

※第 28回日本口腔機能水学会学術大会との共同開催 

テーマ： 水滴石穿 ～たしかな未来のためのわずかな一歩～ 

 

 

 

大会長： 日本機能水学会第 24回学術大会   髙木弘隆先生  

      日本口腔機能水学会第 28回学術大会 井上一彦先生 

  会期； 2026年 11月 7・8日（土・日） 

会場：  京都鉄道博物館３Fホール（下記案内マップ参照） 

アクセス：JR嵯峨野線「梅小路京都西駅」徒歩 2分、JR「京都駅」徒歩 20分 

  収容人数： 対面方式、100名程度、  

参加登録： すべて事前登録 会員 7千円、非会員 1万 1千円  ※参加証で京都鉄道博物館入館できる 

  ※参加申込は、機能水学会 HPから 締切は 10月中旬 

技術交流会： 一律 6千円（すべて事前登録） 申込は、機能水学会 HPから 

※最新情報は、日本機能水学会 HPにて随時更新 

＜会場案内図＞ 

 

 

 

  

 

小さな積み重ねをひとつひとつクリアすること。そのための手間は惜しまないこと、1つの失敗から 10も

20も次につながるキッカケを拾うことを続けての今であり、また新たな治験が見えてきての「次」なので

す。機能水も然り。機器が同じであったとしても、使う場所やヒトによって様々なシチュエーションが展

開し、手間であっても一つ一つに対応することが次につながり、社会的信頼を少しずつ得られてゆくので

はないでしょうか？ 今回のテーマはそんな思いからの願い、と感じていただければ幸いです。 

 

学術大会参加証にて
一般入口から入館可

（博物館職員と情報共有）

京都鉄道博物館 

アクセス 

電車： 嵯峨野線「梅小路京都西駅」 

徒歩 2 分 

JR「京都駅」中央口より西へ 

徒歩約 20 分 
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＜プログラム＞ 変更の可能性あり： 最新情報は学会ＨＰ「学術大会」に随時掲載 

第 1 日（11 月 7 日） 

10:30～10:40  開会式  挨拶： 日本機能水学会中野隆史理事長、髙木弘隆第 24回学術大会長 

10:40～11:40  理化学技術セッション 1   

1 人工関節周囲感染における銀ナノ粒子含有キャビテーションプラズマ処理水の有効性 

谷 建吾  大阪医科薬科大学医学部整形外科学教室 

2 ウルトラファインバブル測定用塩化ナトリウム溶液の調製条件が粒子挙動および測定再現性に及ぼす影響 

梅屋 航平 株式会社 MTG 

3 酸化還元電位が異なるアルカリ性電解水の細胞増殖効果と関連遺伝子の探索 

寺山 隼人 東海大学医学部 

4 薬剤ミスト拡散によるエアロゾル化ウイルス不活性化モデルの検討 

錦 善則  日本医療・環境オゾン学会 

11:40～13:00  昼休み 

13:00～13:40  機能水研究振興財団 2026 年度（第３回）機能水記念賞 授与式 受賞者講演（スピーチ） 

13:40～14:10  第 28 回日本口腔機能水学会学術大会 招待講演 1 

光触媒が拓く機能水科学：水中微生物・微量有機汚染物質の制御と口腔保健への展望 

花田 信弘 鶴見大学名誉教授 

14:10～14:20 休憩 

14:20～15:00 日本機能水学会第 24 回学術大会 大会長講演   

「機能水を見つめ、振り返り、未来を考える」 

髙木 弘隆 （公財）ルイ・パストゥール医学研究センター 副センター長 

15:00～16:00  高純度次亜塩素酸水セッション 1 

5 効率的な卵白アレルゲン除去と有効塩素濃度は関係あるのか？－高純度次亜塩素酸水での検討－ 

渡辺 香織 愛知文教女子短期大学 

6  飛沫感染性ウイルスに対する高度次亜塩素酸の不活化効果 

上田 瑞木 大阪医科薬科大学薬学部感染制御学研究室 

7  高純度次亜塩素酸水中におけるステンレス合金の耐食性 

宮村 弘 （公財）ルイ・パストゥール医学研究センター 

8  高純度次亜塩素酸水による口腔環境改善効果について－人工ﾊﾞｲｵﾌｨﾙﾑのﾘｱﾙﾀｲﾑ PCRによる検討－ 

佐藤 勉  東海大学医学部 

16:00～16:10 休憩 

16:10～16:55  高純度次亜塩素酸水セッション 2 

9 高純度次亜塩素酸水の噴霧後の挙動 

菊地 憲次 （公財）ルイ・パストゥール医学研究センター 

10 高純度次亜塩素酸水噴霧による病原体不活化効果における湿度の影響 

呉 成旭  （公財）ルイ・パストゥール医学研究センター 

11 高純度次亜塩素酸水ミスト噴霧後の室内空間における人に由来するﾊﾞｲｵｴｱﾛｿﾞﾙ発生量の定量評価 

長谷川 慎 長浜バイオ大学 

17：30～   技術交流会 
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第 2日（11月 8日） 

10:20～10:50  理化学技術セッション 2 （第 93回ウォーター研究会） 

12 次亜塩素酸ナトリウム溶液中の酸化活性種と殺菌活性との関連性の検討 

芝山 大輝  芝浦工業大学 理工学研究科 システム理工学専攻 

13 ラジカル種に着目した pH変化に伴う次亜塩素酸ナトリウム溶液の組成変化と塩化物イオンの関係 

岸本 鮎太  芝浦工業大学 理工学研究科 機能制御システム理工学専攻 

10:50～11:05  令和 8年度機能水研究振興財団研修 

次亜塩素酸水（電解水）を用いた空間浄化に関する指針 

第一版 第 2部（有効性情報編）策定に向けて 

両角 久  機能水研究振興財団賛助会員会合工業部会長 

11:05～11:15  休憩 

11:15～11:55  第 28回日本口腔機能水学会学術大会 大会長講演 井上一彦 先生 日本口腔機能水学会会長 

「28年の歴史が紡ぐ未来‐機能水研究の新たな融合‐」 

11:55～13:00 昼休み 

13:00～13:40  日本機能水学会第 24回学術大会特別講演： 岡部 信彦 先生 川崎市健康安全研究所 参与 

         「新興再興感染症への日頃からの備え- 感染症、これまでとこれから –」 

13:40～13:50 休憩 

13:50～14:20  日本口腔機能水学会 総会 

14:20～14:30 休憩 

14:30～15:00  第 28回日本口腔機能水学会学術大会 招待講演 2 泉福 英信 先生 日本大学松戸歯学部 教授 

「静菌、殺菌、口腔バイオフィルム抑制における検討」 

15:00～15:05 閉会式 挨拶： 井上 一彦 日本口腔機能水学会会長・第 28回学術大会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2026年度（第 3回）機能水記念賞の授賞式の開催について 

機能水記念賞は、「機能水分野の振興に関し、公益性または共益性の高い功績を挙げた個人または団体

を表彰する」目的で、（一財）機能水研究振興財団の創立 30 周年を記念して設けられました。これまで

2024 年度（第 1回）は（一社）日本電解水協会、2025年度（第 2回）はアルカリイオン整水器協議会に

授与されました。授賞式は東京において年度末の 3 月に開催してきましたが、本年度（2026 年度）は日

本機能水学会第 24回学術大会と第 28回日本口腔機能水学会学術大会の共同開催の中の 11月 7日に行う

ことを予定しています。 
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日時 ： 令和８年12月18日（金） 9:00～17:00

会場 ： 北里大学白金キャンパス
「薬学部1号館 6階 1603多目的室」

[アクセス：東京メトロ南北線 白金高輪駅より徒歩10分]

内容 ： 病原体の性状、取扱いおよび管理のために

必要な先進的知識と技術に関する座学と実習

受講料 ： 20,000円 / 名 （座学と実習のテキスト事前配布）

募集締切 ： 令和８年11月13日 （金） ※募集定員に達し次第終了

申込方法 ： 生物安全実践講習会ホームページの「開催案内」より
<https://kinousui-zaidan.wixsite.com/seibutuanzen >

事務局 ： 生物安全実践講習会 事務局 （ pbf@fwf.or.jp ）

座学講師・実習指導者題目区分

機能水研究振興財団 理事⾧堀田 国元感染症概論座学 1

午
前

北里大学大村智記念研究所
准教授松井 秀仁病原体概論Ⅰ -細菌-座学 2

ルイ・パストゥール医学研究センター
副センター⾧髙木 弘隆病原体概論Ⅱ -ウイルス・真菌・寄生虫-座学 3

ATPふき取り相談センター
迅速検査研究会

本間 茂
立石 亘感染防御概論Ⅰ -感染経路対策-座学 4

東京医療保健大学 教授岩澤 篤郎感染防御概論Ⅱ –殺菌・消毒-座学 5

北里環境科学センター 参与菊野 理津子生物安全に関わる今知っておくべき新知識・情報特別講演

ニプロ株式会社衛生的手洗い

実習
午
後

迅速検査研究会ATP拭き取り検査

興研株式会社個人防護具の装着(マスク)

迅速検査研究会生菌の顕微鏡観察

【予定プログラム】

(公財)ルイ･パストゥール医学研究センター・(一財)機能水研究振興財団・(一財)北里環境科学センター 共催


